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第４章　マグネット固定方式

1. マグネット固定方式の術式

留意する項目

ベーシック・ドーム・クッション

マグネットヘッドの装着

パイロットデンチャーによる調整

最終印象

マグネットの装着

粘膜の厚み

インプラントの平行性

キャップの取り外し

インプラント内部の洗浄

トルクコントロール

パイロットデンチャーの評価

レジンコーピングの製作

トルクコントロール

適合状態の確認

留意する項目

デンチャー製作

動的・静的な機能回復

ティッシュコンディショニング

清掃性の確認

発音、舌感などの確認

個人トレーの製作

留意する項目

ベーシック・ドーム・クッション

マグネットヘッドの装着

マグネットの装着

キャップの取り外し

インプラント内部の洗浄

トルクコントロール

トルクコントロール

適合状態の確認

留意する項目

粘膜の厚み

インプラントの平行性

《アバットメント選択》

《印象準備》

《印象準備》

《印象》

《上部構造》

《義歯装着》

《新しく義歯を製作する場合》

《旧義歯を用いてマグネットデンチャーに移行する場合》

《アバットメント選択》

《口腔内へ装着》

《義歯装着》

　マグネット固定方式は、磁力を帯びた根面板（マグネット

ヘッド）を利用してオーバーデンチャーをサポートする方式

で、患者さん自身で義歯の取り外しが可能なシステムです。

マグネット固定方式のオーバーデンチャーを製作するにあた

り最も注意する点は、マグネット自体が義歯安定の３要素で

ある維持、支持、把持における補助的なシステムであるとい

うことです。



第
４
章

マ
グ
ネ
ッ
ト
固
定
方
式

84  PROTHODONTIC MANUAL FOR PLATON IMPLANT SYSTEM

2) 分類別インプラント埋入例

a）上下総義歯においてマグネットシステムを応用する症例

　上顎、下顎共に第一小臼歯部、第一大臼歯部相当部位へ 4

本のインプラント埋入が理想的と考えられます。他の部位で

も自由度のある設計が可能ですが、その場合は前述に記載し

た診査項目を十分考虜して設計を行ってください。

b）片顎総義歯において対合歯が天然歯の症例

　前項の a）に準じて設計を行います。

1) 診査・診断とプランニング

　マグネットシステムを使用するにあたり重要な点は、義歯

全体の力学的なバランスを考慮した理想的な位置へのインプ

ラント埋入です。マグネットヘッドの磁力を利用した維持力

は、インプラントと義歯床との磁気連結部分に可動性が生じ

るため、フレキシブルな設計をすることができます。しかし、

咬合様式やデンチャースペースなどの義歯の基本的な設計上

の問題点を補うことはできませんので、そのようなケースに

マグネットシステムを応用しただけでは本質的な改善はみら

れません。マグネットシステムの十分な特性と有効性を考慮

の上、臨床応用を行ってください。

マグネットシステムの適応症

• 条件的に理想的な本数のインプラントが植立できないケース

• 顎堤の吸収が著しく、機能的審美的に顎堤軟組織部分を義

歯床によって回復する必要が生じたケース

• インプラントに過度の側方応力が発生する可能性のあるケース

• インプラントの植立方向が制限されるケース

• メンテナンスを容易に行いたいケース

　インプラント植立手術が可能な心身状態であり、口腔粘膜、顎
骨に病変がないことが前提条件となります。

診査項目

• 全身状態の診断

• 口腔状態の診断

• 診断用Wax-up

• 診断用ステントの製作（Ｘ線用ステント、ニード

ルステント ; サージカルマニュアルP3参照）

• CTによる3次元的な骨形態、骨量の診査

• ボーンマッピングによる骨形態の診査

• 粘膜の厚みの測定、診査

• 術部位の付着粘膜の診査
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c）上下局部床義歯においてマグネットシステムを応用する症例

　このような症例では将来総義歯に移行しても設計の変更を

最少限に留めることが可能なように上下総義歯のケースを念

頭におきプランニングを行います。

c-1）片側臼歯部に4歯未満の天然歯が残存する場合

　欠損側へのインプラントは前項の a）に準じて、第一小臼

歯部、第一大臼歯部相当部位へ埋入します (A)。また、可能

であれば残存歯隣接部にインプラントを埋入することで (B)、

より強固な安定と残存歯の保護が得られます。

A

A

B

c-2）前歯部と片側臼歯部に4歯未満の天然歯が残存する場合

　臼歯部欠損側へのインプラントは前項の a）に準じて、第

一小臼歯部、第一大臼歯部相当部位へ埋入します (A)。天然

歯残存側は、臼歯部欠損部位の中央付近にインプラントを埋

入して (B)、咬合力や機能圧の分散と義歯の安定をはかります。

A

A

B

c-3）前歯部に4歯以上の天然歯が残存する場合

　この場合は前項の a）上下総義歯に準じて設計を行います。
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c-5）残存している天然歯が両側臼歯部に限局している場合

　マグネットシステムの応用を前提とした前歯部におけるイ

ンプラントの埋入位置は、基本的に制限はありません。しか

し、マグネットシステムのみでの義歯の安定は望めませんの

で、回転力に抵抗できる維持装置を残存する天然歯に設定す

る必要があります。

c-6）天然歯が片側臼歯部から前歯部へと残存している場合

　臼歯部欠損側へのインプラントは前項の a）に準じて、第

一小臼歯部、第一大臼歯部相当部位へ埋入します (A)。しかし、

このような症例ではマグネットシステムを応用しただけでは

義歯の安定は望めませんので、残存している天然歯にもなん

らかの回転力に抵抗できうる維持装置が必要となります。

c-4）片顎臼歯部と前歯部に天然歯が残存する場合

　片側遊離端欠損の症例でありこのような症例では c-1）に

準じて設計を行いますが (A)、マグネットヘッドを応用した

だけでは義歯の安定は困難であるため、残存している天然歯

に回転力に抵抗できる維持装置を設計する必要があります。

A

A

A

A
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3）治癒期間中におけるティッシュマネージメント

　インプラントによるマグネットシステムを応用したオー

バーデンチャーは、天然歯における磁性アタッチメントを用

いたオーバーデンチャーと同様の考え方です。マグネットシ

ステムはあくまで補助的維持装置として機能させ、まず口腔

内粘膜上での義歯の維持、安定を整えなくてはなりません。

オッセオインテグレーション成立までの期間に義歯粘膜面の

十分な調整と顎位、咬合関係の改善等を行います。

マグネットデンチャー維持、安定における三要素

• 支持（Support）

　咬合圧や機能圧に対して義歯が主に根尖側方向へ移動する

のを抑制する力。マグネットヘッド（根面板に相当する）、義

歯粘膜面などが構成要素となります。

• 維持（Retention）

　咀嚼運動をはじめとする顎口腔系機能運動に伴う義歯の脱

離を抑制する力。義歯の吸着力、マグネットの磁力などが構

成要素となります。

• 把持（Bracing）

　咀嚼運動をはじめとする顎口腔系機能運動に伴う義歯の回

転を抑制する力。残存歯、顎堤の状態などが構成要素となり

ます。

治癒期間中に行う処置

• 旧義歯粘膜面の調整・加工

• インプラント埋入部位、義歯粘膜面の緩衝処置

• 口腔内フォースコントロールを考慮した咬合関係の改善

• 口腔内フォースコントロールを考慮した顎位の改善

• プラークコントロール

パイロットデンチャーから最終義歯への移行時期

インプラント埋入

パイロットデンチャーの装着（ティッシュコンディショニングと咬合バランスの改善）

最終印象

デンチャー製作



章
４
第

式
方
定
固

88  PROTHODONTIC MANUAL FOR PLATON IMPLANT SYSTEM

2. マグネット固定方式アバットメントの種類

 マグネット固定方式に用いるアバットメントは、マグネッ

トインターフェースの形状、マグネットの形状の違いにより

3タイプあります。タイプにはマグネットインターフェース

が平面形状のベーシックタイプと曲面形状のドームタイプ、

そしてマグネットインターフェースは平面形状でマグネット

が可動するクッションタイプがあり、各タイプにインプラン

トマージン用（プラットフォーム［PF］φ 4.4のみ適応）と

なる PFφ 4.4と、粘膜貫通部を有したタイプ（SS、S、Lで

表記）がラインナップされています。
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ベーシック

 マグネットインターフェースが平面形状となっているマグ

ネットヘッドです。適応させるには、ある程度平行にインプ

ラントが埋入されている必要があります。

アバットメント

マグネットヘッド

機械研磨部

（粘膜貫通部）

骨内埋入部 フィクスチャ

アバットメント

フィクスチャ
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